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□ごあいさつ
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私共、１９９０年（平成２年）に廃棄物処理を業として設立、岩手、青森県境に位置する二戸市を拠点に事

業展開しております。

ますます深刻になる地球温暖化と増え続ける廃棄物への対策、そして健康を蝕む有害物質の浄化が求

められる現代において、私たちはどのようにして町や暮らし、日本、そして地球を守っていくか。

私たちは廃棄物収集運搬業を通じて、環境問題に少しでも貢献したいと考えております。
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　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．

２ ．

４ ．

５ ．

第3版

制定日： 2006年5月15日

改定日： 2021年2月10日

代表取締役 兵沢　登志夫

節電、節水、廃棄物の抑制、リサイクルの推進に取り組みます。

３ ．
全社員が環境問題に関心を持ち、自発的に活動できるように、環境問題に関する
知識の普及、啓蒙、意識の高揚を図り、人材を含めた生産性向上に努めます。

当社の事業活動に関わる環境活動法規、その他の要求事項を厳守します。

この環境経営方針は、全社員に周知徹底するとともに、社外にも公表します。

６ ．
地域社会と良好なコミュニケーションを取り、地域の環境整備、美化運動に参加
します。

① 環 境 経 営 方 針

株式会社マッハ総合計画は、「正直な仕事」、「品質向上」、「コンプライアンスの厳守」を基本
理念として、美しい地球を子供や孫に引き継ぐために、環境経営システムを構築し継続的改善を図
ることにより地域環境、地球環境全体に貢献することを目指します。

当社の事業活動による環境負荷は、廃棄物収集運搬車両による二酸化炭素の排出量が最大のものです。

収集運搬車両のエコドライブを実践し、省エネと排気ガスの抑制に取り組みます。
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（１） 名称及び代表者名
株式会社マッハ総合計画
代表取締役社長　兵沢　登志夫

（２） 所在地
本　　　社 岩手県二戸市福岡字長塚11番地1
石切事業所 岩手県二戸市石切所字下ノ平64番地1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　

TEL：0195-25-5252 FAX：0195-25-5262 E-meil：moko1030@cpost.plala.or.jp

（４） 事業内容

（５） 事業の規模

法人設立

資本金 万円

売上高 万円

名

㎡ ㎡

受託した廃棄物の処理量

ｔ

8 台

2 台

6 台

2 台

3 台

2 台

23 台

主要設備

基

基

基

基

積み替え保管施設

㎡

㎡

㎡

㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

③認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社マッハ総合計画

対象事業所： 本　　　社 岩手県二戸市福岡字長塚11番地1

石切事業所 岩手県二戸市石切所字下ノ平64番地1

活動：

名
延べ床面積　　　 2,300 ㎡ 1,795 ㎡ 4,095
従業員　　　　　 15 名 3 名 18

② 組 織 の 概 要

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業
特別管理産業廃棄物収集運搬業

18,700

本　　　社 石切事業所 合計

1990年8月23日

1,000

パッカー車 2.0t、2.4t、2.65t、3.1t、3.15t、3.35t×2、3.6t

ダンプカー 2.0t、2.95t

脱着装置付コンテナ専用車 3.0t×2、5.4t、7.7t、8.0t、10.5t

車　　種 台　数 備　　考

収集運搬量 4,890.2

脱着式コンテナ 10 3.6㎡

クリーンボックス 170 2.5㎡

クリーンボックス 230 2.0㎡

合　　計

名　　称 台　　数 備　　考

脱着式コンテナ 20 8.2㎡

ホロ付キャブオーバ車 1.5t、2.0t

クレーン付キャブオーバ車 2.65t、3.5t、5.2t

軽車両 0.35t×2

一般廃棄物
分別・保管施設

（缶・ビン・ペット）
16.15

二戸市石切所字下ノ平
64番地1

一般廃棄物保管施設
（廃タイヤ）

7.69

特定家庭用機器再商品化法施行
令で定める廃棄物保管施設

名　　称 保管面積 保管上限 備　　考

積替え保管施設 223.3 169.68 m³ 二戸市福岡字長塚11番地1

13.81

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業
特別管理産業廃棄物収集運搬業
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更新日：

（認証登録範囲）

産業廃棄物管理責任者

安全運転管理者

産廃収集・運搬部門
責任者

積替え保管・分別部門
責任者

二戸市委託部門
一般廃棄物担当者

事業系部門
一般廃棄物担当者

社員　6　名 社員　2　名 社員　4　名

代表者

環境管理 責任者

エコアクション21事務局
関係法規管理者　エコスタッフ
対社外コミュニケーション窓口環境経営見直し会議

④環境経営組織及び役割・責任・権限
2025年4月1日

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

社員　3　名

役割・責任・権限

代表者

・経営における課題とチャンスの整理と明確化

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・効果的で必要十分な実施体制を構築する

・環境経営方針の策定・見直し

安全運転管理者
・交通規則・エコドライブの指導及び実施

・収集運搬に関し車両の効率的な運用を行い環境負荷の低減を図る

部門長

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境経営見直し会議
・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

産業廃棄物管理
責任者

・廃棄物の適正処理

・マニフェストの管理・保管

エコアクション21事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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⑤許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

動
物
系
固
形
不
要
物

動
物
の
ふ
ん
尿

有 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

感
染
性
産
業
廃
棄
物

廃
石
綿
等

ば
い
じ
ん

燃
え
殻

汚
泥

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二戸市 第8号 令和6年4月1日 令和8年3月31日
事業系一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥を除く）
一般家庭から排出される粗大ごみ及び引っ越し等の一時多量ご
み

一戸町 第81号 令和6年4月1日 令和8年3月31日
事業所等から排出される一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥を除
く）　一般家庭から排出される粗大ごみ及び引っ越し等の一時多
量ごみ

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

久慈市

①　事ご7
      第7号
②　特家7

       第17号

令和7年4月1日 令和9年3月31日

① 事業系一般廃棄物（ごみ）に限る

② 特定家庭用機器再商品化法第2条第4項
　  の政令で定める一般廃棄物

三戸町 第246号 令和6年4月1日 令和8年3月31日
事業系一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥を除く）
引っ越し等に伴い家庭から排出される臨時ごみ

軽米町 第8号 令和6年4月1日 令和8年3月31日 事業所等から排出される一般廃棄物（し尿・浄化槽汚泥を除く）

九戸村 第4号 令和6年4月1日 令和8年3月31日 事業系一般廃棄物（し尿、汚泥を除く）

廃棄物の種類

岩手県 00319052372 令和3年3月12日 令和10年3月11日

青森県 00201052372 令和3年11月19日 令和8年11月6日

南部町 第9号 令和6年4月1日 令和8年3月31日 一般廃棄物（可燃・不燃）

許可区域 許可番号 許可年月日
許可

有効年月日

積
替
保
管

青森県 00251052372 令和3年3月17日 令和8年3月16日

積
替
保
管

廃棄物の種類

岩手県 00359052372 令和2年8月11日 令和9年8月10日

秋田県 00501052372 令和6年6月19日 令和11年6月18日

許可区域 許可番号 許可年月日
許可

有効年月日
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⑥廃棄物処理フロー

・不燃ごみ

市委託 計量
・粗大ごみ

事業系 計量 分別・積替え・保管
再資源化

売却

・不燃ごみ(金属）

　　自治体のクリーン
センターへ搬入・資源ごみ

・草ごみ

一般廃棄物

収集運搬 ・可燃ごみ 各自治体のクリーン
センターへ搬入・粗大ごみ

・がれき類

・ガラス・コンクリート・
陶器くず

・金属くず 有価物
計量

再資源化

・紙くず 売却

中間処分業者へ搬入

収集運搬 最終処分業者へ搬入

・廃プラスチック類

・木くず

・繊維くず

・資源ごみ（ダンボール）

産業廃棄物
計量 分別・積替え・保管

廃棄物
計量

特管産業廃棄物 中間処分業者へ搬入

収集運搬 最終処分業者へ搬入
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kg-CO2/kWh

※二酸化炭素総排出量は目標設定しないガソリン・灯油・LPガス使用量も含まれます。

※水使用量は流量計の設置がなく計測できていません。

（地下水利用の自家給水をしており水量は渇水に使用しているポンプの電気使用量として全体の電力に含まれます。

〇

〇

〇

〇

〇

※二酸化炭素排出系数は2022年度東北電力(株)調整後排出係数0.460kg-co²/kwhを使用しております。

　 二酸化炭素排出量合計にはLPガス使用量も含まれます。

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 218,545 211,053 198,235

⑦主な環境負荷の実績

項　目 単位 2022年度 2023年度 2024年度

受託収集運搬量 t 4,804.011 4,991.050 4,890.206

受託中間処理量 t 0 0 0

化石燃料 kg-CO2 208,093 202,439 189,754

電力 kg-CO2 10,452 8,614 8,481

　産業廃棄物排出量 ㎏ 3,020 20 0

　一般廃棄物排出量 ㎏ 590 420 370

受託最終処分量 t 0 0 0

廃棄物排出量

※二酸化炭素排出係数は2022年調整後
排出係数を使用しております。

0.528 0.460 0.460

東北電力(株) 東北電力(株) 東北電力(株)

水使用量 ㎥ － － －

⑧環境経営目標及びその実績

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2023年度 2024年度

評
価

2025年度 2026年度

上段：通期

中段：2024/4～2024/9

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 8,614 8,528 8,481 8,442 8,356

97%基準年度比 99% 98% 98%

燃料による二酸化炭素削
減

kg-CO2 202,244 200,222 189,590 198,200 196,177

97%

二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 211,053 208,945 198,235 206,836 204,727

基準年度比 99% 94% 98%

39.306
1t当りのCO2排出量

kg-CO2/t 40.521 40.116 38.769 39.711

基準年度比 99% 96%

基準年度比 101% 101% 102% 103%

98% 97%

燃費 （ディーゼル車）
㎞/l 5.50 5.55 5.55 5.61 5.66

93% 90%

378
一般廃棄物の削減

kg 420 407 370 391

基準年度比 97% 88%

水道水の削減
㎥ ※流量計の設置がなく計測できていません。（地下水理利用の自家給水をしており水量は

　 渇水に使用しているポンプの電気使用量として全体の電力に含まれます）基準年度比

化学物質使用量の削減
kg

化学物質は使用していないため目標は設定していません。
基準年度比
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数値目標：達成率　○100％以上　△100％未満、90％以上　×90％未満

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2023年

2024年

⑨環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

・渇水ポンプの点検 ○

○

・空調温度の適正化（冷房２８℃、暖房２０℃） ○

・空調機のフィルターの定期的な清掃・交換 ○

・使用量の把握 ○

達成状況

842 937 805 788

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 年間の取組は累計目標値8,528㎏-co²、実績値8,481kg-co²と達成率101%に達
することが出来た。

上半期の取組みでは良い成果が得られたが、下半期では使用量が増加傾向に
なる為、次年度も注意が必要である。

・不要照明の消灯 ○
・OA機器は省電力設定にする

・洗車機の効率的な使用（節水） ○

3月
822 720 563 627 736 662 530 581

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

850594 536 681 791 983 860751 622 529 577 708

0

500

1000

1500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力CO²排出量（kg-co²） 2023 2024
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数値目標：達成率　○100％以上　△100％未満、90％以上　×90％未満

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

燃料による二酸化炭素削減

2023年

2024年

2023年

2024年

2023年

2024年

・車両ごとの燃費、使用量、運搬量の把握 ○
・効率的な収集ルートでの運行 ○
・タコグラフの使用 ○

⑩環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 年間では使用量の累計目標値200,222kg-co²、実績値189,590kg-co²、達成率
106%と順調に削減することが出来た。

燃費は目標値5.55㎞/l、実績値5.55㎞/l達成率100%とギリギリではありましたが
計画通り推移しました。

次年度も冬期の取組みに注意が必要である。

・エコドライブの推進 ○

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

・日常点検（作業前点検） ○
・タイヤの適正な空気圧（月1回） ○
・冬期間での洗車機（ボイラー）の効率的な
使用 ○

15,875 14,719 17,039 13,434 13,678 14,798
14,962 15,250 14,947

16,808 16,508 16,521 18,814 17,460 13,935
16,302 14,862 16,585 18,569 18,671 17,575 18,094 16,618 19,809

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

38.769
40.521

37.266
40.156

5.65 5.74 5.04 4.98 5.26 5.63
1月 2月 3月

5.67 5.91 5.93 5.41 5.21 5.63
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

5.26 5.28 5.555.78 5.65 5.67 5.55 5.33 5.81 5.92 5.65 5.11
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燃料CO²排出量（kg-co²） 2023 2024
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数値目標：達成率　○100％以上　△100％未満、90％以上　×90％未満

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
一般廃棄物の削減

2023年

2024年

水道水の削減

化学物質使用量の削減

数値目標 ○ 累計目標値407㎏、目標値370㎏、達成率110%と年間を通してほぼ計画
通り取組は順調であった。
このまま次年度も目標に向けて取組む。

・文章の電子化、電子メールの使用 ○
・印刷物の両面、集約コピー、裏紙の回収 ○
・印刷前、コピー前の確認（ミスコピーの削
減）

○
・分別の徹底

⑪環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

3月
40 30 40 30 40 30 40 40

9月 10月 11月 12月 1月 2月

○
・廃棄物の把握 ○

4月 5月 6月 7月 8月

3030 30 30 40 30 30
40 30 30 30

30 30 30 30 30

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

化学物質は使用していないため目標は設定していません。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 － 年間を通して電力の使用は計画範囲内であるので取組は順調と判断し
ます。※流量計の設置がなく計測できていません。

（地下水理利用の自家給水をしており水量は渇水に使用
しているポンプの電気使用量として全体の電力に含まれ
ます）

0

20

40

60

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2023 2024
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

代表取締役　兵沢　登志夫

実施日：

＜指示事項＞

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

1

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

7条1項 一般廃棄物収集運搬業許可｢積替保管含｣（市町村許可） 〇

2 12条の3 産業廃棄物管理票交付 〇

3

⑫環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

NO. 条項 要求事項 厳守

5
岩手県循環型地域社会の形
成に関する条例

22条
排出事業者等の責務等（収集運搬、中間処理業者の1年に1回以上確
認し記録する）

〇

12条の3 7項 産業廃棄物管理票交付状況報告（6/30まで） 〇

4 14条1項 産業廃棄物収集運搬業許可｢積替保管含｣（県知事許可） 〇

2025/5/23

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

⑬代表者による全体の評価と見直し・指示

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

全項目で目標達成された事は個々の取組に対する成果の表れと評価します。

今年度から新たな中期計画に向けた環境経営目標で取組が行われましたが、目標値は近年の職場環境の変化に

見合った数値であると思われます。

確実にCO²排出量は減少しており環境問題に対する意識の高まりが感じられる。
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